
実績（一部抜粋）

製造業：新システム導入時における全社ICT・DX研修

製造業：DX化に向けた基礎スキル・人材開発研修

製造業：定期ICT・DX人材開発研修

製造業：セキュリティ人材育成研修

物流業：基幹システム刷新に向けたICT人材研修

物流業：新入社員研修

金融業：新入社員ICT・DX研修

金融業：DXトレーニング研修

金融業：役員向けDXトレーニング研修

金融業：データ分析スキル習得研修

小売業：最新デジタルスキル獲得研修

小売業：役員向けICT・DX研修

建設業：役員向けICT・DX研修

建設業：管理職向けDX研修

建設業：DXプロジェクトマネジメント研修

建設業：DX人材育成研修

他多数

MURCによるDX人材育成プログラムの全体像

MURCのDX人材育成プログラムでは、座学での学習や知識を得るだけでなく、実務につながるスキルや他部門との連携によるDX価値創出を目指したプログラムを各専門家のノウハウを活用して一気通貫で提供

する仕組みを構築しています
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MURCでは、コンテンツを販売、研修を実施するだけでなく、各領域の専門家が集まって各社向けに企画・コンテンツ開発を行

うオーダーメイド型で実施しています。もちろん、定型コンテンツはE-learnig上でご用意しておりますので、必要に応じてそれぞ

れの研修を選択いただけるようになっています。

MURCでは、オンラインのE-learningコンテンツから集合研修・スキル習得研修まで一気通貫した研修プログラムを用意してい
ます。全社員向けの基本研修はE-learningで習得しつつ、集合研修によるグループワークによるトレーニング、スキル習得を
目的としたツールを使ったスキルアップ等幅広いテーマに対応しています。
各領域のみの受講も可能ですし、全体の底上げに向けた全社DXトレーニングも可能ですので、ご希望・ニーズに合わせて
検討いただければと思います。

よくある課題 解決の方向性

◼ IT・DXについて基本的な理解が追い付いていない

◼ IT/DXに関するリテラシーが部門との差が激しい

◼ DXに向けて今のうちからIT人材を整理したい

◼ 今後、システム人材や組織を整備したい

◼ 全体的に理解を促進したい

◼ セキュリティなどの事故を防止したい

◼ ITの深い知見ではなく基礎スキルを習得する

◼ DXによる社会課題やトレンドなどを理解する

◼ 座学ではなく、グループワークなどで理解を促進する

◼ ベンダーと会話ができるレベルの知見を習得する

◼ 実務で使えるスキルを習得する

◼ 将来的なIT人材の幹部候補を育成する

お問い合わせコンサルティングのご依頼、ご相談はこちらから ▲

よくある課題と解決の方向性 MURCのDX人材育成プログラムの特徴

IT人財育成のカリキュラム（案）

E-learning受講

1. 当社制作E-learningコンテン
ツの受講による基本知識の
習得

2. 全社DX知見の底上げ

1 役員・管理職向け研修

1. DXビジョンの定義・プロジェク
ト管理スキルの習得

2. 他社先進事例等の共有
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DX基礎研修

1. システム開発の理解
2. DXプロジェクトの全体像
3. リスクの把握と分析
4. 基本デジタルスキルの習得
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DX応用研修

1. デジタルツールを活用した
応用スキル研修

2. 実データを使った分析・改善
作業の実践
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ワークショップ運営

1. 習得したスキル・知見を基に
した社内PJの運営

2. DXプロジェクト活動を通じて
実スキルの習得
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これまで当社では多くの研修実績がありますが、各社ごとにカスタマイズして、それぞれの組織が持つ課題や育成したい人物像
に合わせたコンテンツを提供しています。基本知識の習得+実務を意識した取り組みを中心としてまずは課題感等をお伺いでき
ればと思います。

各研修の概要（案）

E-learning受講

DX基礎研修

DX応用研修

役員・管理職向け
研修

ワークショップ
運営

◼ 当社独自のDX入門向けコンテンツとして作成
◼ 各職種別にコンテンツを作成（コンテンツ追加中）

◼ DX計画・ビジョンの作成に向けたDX研修
◼ DX施策の稟議決裁を行う管理職向け研修

◼ E-learnigで得た基本知見を基にグループでの検討・
個人スキルの向上を実現する研修

◼ デジタルツールの活用研修
◼ 分析スキルの習得研修

◼ 実際にDXプロジェクトの立上げ、期間を区切ったうえ
で進めるワークショップ形式でのトレーニング

オンデマンド動画配信サービス OpenSesame

https://www.murc.jp/open_sesame/

◼ 現場のアイデアを具現化する・評価するポジション
の方の育成

◼ 個人ワーク・グループワークを通じた実務を意識し
た取り組み

◼ 基礎研修を踏まえて実データを使った作業や
ツールの活用アプローチ

◼ DX×効率化・事業検討等のテーマで案件組成し
実際に「成果を出す」ところまでコミット

DX推進部

人財開発営業部ココロミルラボ

企業のDXを推進する組織。
ICTからDX利活用・DX戦略の企画実
行等デジタル領域を幅広く実施

研修企画・運営・E-learningの
開発・運営を行う研修事業の

専門組織

AI・データサイエンス・デザイン思考
等を駆使した開発研究を行う

専門組織

DX人材育成プログラム

一気通貫型DX研修のイメージ

Youtube

「三菱UFJリサーチ&コンサルティング
オンデマンド動画」にて検索いただくと
サンプル動画がございます

Open Sesami

当社E-learnig配信サービス
⇒基本知見を事前に学習

+

分類 詳細 詳細

ス
キ
ル
ア
ッ
プ

エクセル技術（応用） 基礎研修の発展版としてさらなる技術の習得

ノーコード・ローコードツールの
活用

ノーコードツールの開発実践

RPAの活用 RPAツールを活用した自動化の実践

BIを使ったデータ分析 BIツールを活用したデータ分析の実践

業務改善の実践 業務改革の手法・進め方の実践

座学・スキルアップトレーニング
⇒知見のインプット・実務に活用で
きるスキルの習得

グループワーク・プレゼンテーション
⇒学んだ知識・スキルを基に上長にプレゼンできる
レベルの企画に整理する（実戦形式）

【サンプル動画】

+

【全社データの積極活用】
自部門のデータだけでできることは限られています。これまで見えていなかった他
部門のデータ等を組み合わせた企画検討やデータ分析を実施することで新しい価
値の発見に貢献することを意識しています。

【横のつながりを意識】
グループワークなどを通じて接点が少なかった部門の方との共同作業を実施して
いただきます。部門横断的に取り組むべき課題の発見・解決策の検討を本研修の
中で実施していきます。

DXは全社で取り組むべき課題であり、他部門の社員との協業、他事業部のデータの
連携などこれまで気付かなかった全社としての価値を検討することにこそ価値がある
と考えています。
MURCのDX人材育成では、スキルや知識の習得だけではなく、全社基盤の活用に
つながるような社内データインフラの活用や社内人材交流の活性化を図ることも意識
しながら推進していきます。

本研修の方針

https://reg18.smp.ne.jp/regist/is?SMPFORM=nekf-ldkgpe-1648b29f41f462760deaee4cdc248144
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